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東
寺
百
合
文
書
（
京
都
府
立
京
都
学
・

歴
彩
館　

所
蔵
）
は
、
8
世
紀
か
ら
18

世
紀
ま
で
の
間
に
、
京
都
の
東
寺
に
伝

え
ら
れ
た
古
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
数

は
、
お
よ
そ
2
万
5
千
通
に
も
及
び
、

2
0
1
5
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の

記
憶
（Memory of the World

）」
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
質
量
と
も
に
研
究

材
料
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
会
計
に
関

連
す
る
文
書
も
多
い
。
し
か
も
、
今

日
、
「
東
寺
百
合
文
書
W
E
B

（h
y
a
k
u
g
o
.
k
y
o
t
o
.
j
p

）
」
を

通
じ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
、

無
料
で
誰
で
も
デ
ジ
タ
ル
史
料
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

せ
ん
）」
で
あ
る
。
出
銭
と
は
、
光
明
講
方
の

加
入
者
が
、
毎
年
一
定
額
を
拠
出
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
銭
を
指
す
。
東
寺
関
係
者
以
外
の
人
が

講
衆
に
な
ろ
う
と
す
る
と
き
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の

方
法
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
寺
外
部
の
人

で
あ
っ
て
も
、
毎
年
一
定
額
を
支
払
え
ば
、
死

後
、
自
分
の
追
善
供
養
を
行
っ
て
も
ら
え
る
の

で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
残
存
す
る
光
明
講

方
算
用
状
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
の
計
算
構

造
が
「
収
入
総
額―

支
出
総
額
＝
貸
付
総
額
」

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
収
支
差
額
の
全
額
を
、

貸
付
に
回
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の

点
が
、
光
明
講
方
算
用
状
の
作
成
理
由―

そ
も

そ
も
、
な
ぜ
光
明
講
方
が
、
こ
の
算
用
状
を
作

り
始
め
た
の
か―

に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
算
用
状
は
、

一
体
今
い
く
ら
収
支
差
額
が
あ
る
の
か
＝
一
体

い
く
ら
を
貸
付
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
、
単
純
な
収

支
計
算
書
と
決
め
つ
け
ず
、
も
っ
と
深
堀
り
し

て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
・
・
・
。

　

中
世
日
本
社
会
に
お
け
る
「
貸
付
」
の
重
要

性
と
、
算
用
状
と
い
う
会
計
史
料
の
存
在
意
義

と
の
関
係
性
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
も
筆
者

が
感
じ
始
め
た
の
は
、
ま
さ
に
光
明
講
方
算

用
状
の
計
算
構
造
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時

で
あ
っ
た
。

〈
和
歌
山
大
学
経
済
学
部 

准
教
授 

博
士
（
経
営
学
）〉

　

ま
た
こ
の
中
の
、「
百
合
文
書
の
お
話
」
は

読
み
物
と
し
て
も
興
味
深
く
、
勉
強
に
な
る
。

古
文
書
を
気
軽
に
閲
覧
し
た
い
、
学
び
た
い
と

思
う
人
に
と
っ
て
、
新
た
な
、
画
期
的
な
環
境

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

も
ち
ろ
ん
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど

有
難
い
こ
と
は
な
い
。

　

そ
の
中
に
、
光
明
講
方
算
用
状
（
光
明
講
方

散
用
状
と
も
書
く
）
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。

こ
れ
は
、
中
世
東
寺
に
お
い
て
光
明
講
方
と
い

う
一
組
織
が
作
成
し
た
収
支
計
算
書
で
あ
る
。

光
明
講
方
算
用
状
は
、
管
見
に
よ
る
と
、
応
永

34
年
（
1
4
2
7
年
）
を
初
出
と
し
、
享
禄
5

年
（
1
5
3
2
年
）
ま
で
の
間
の
も
の
が
1
0
0

点
程
現
存
す
る
。
光
明
講
方
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の

名
前
は
、「
光
明
真
言
信
仰
（
光
明
真
言
を
唱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
亡
者
往
生
が
可
能
と
な
る
、

と
す
る
信
仰
）」
に
由
来
す
る
。　

　

す
な
わ
ち
、
光
明
講
方
の
主
た
る
活
動
は
、

①
グ
ル
ー
プ
構
成
員
に
対
し
、
光
明
真
言
信
仰

に
基
づ
く
追
善
供
養
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

他
方
、
彼
ら
の
業
務
内
容
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な

い
。
光
明
講
方
は
②
余
剰
資
金
を
利
用
し
て
、

東
寺
内
の
他
の
グ
ル
ー
プ
に
も
貸
付
を
行
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
光
明
講
方
の
①
お
よ

び
②
の
活
動
の
特
徴
が
、
光
明
講
方
算
用
状
の

中
で
も
最
も
古
い
、
応
永
3
4
年
（
1
4
2
7

年
）
の 

光
明
講
方
算
用
状 

（
レ
函106

）
を
見

れ
ば
、
浮
き
彫
り
に
な
る
。

　

当
該
算
用
状
は
、
ざ
っ
く
り
と
分
け
れ
ば
、

三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
る
。「
収
入
」、「
支

出
」、「
貸
付
」
で
あ
る
。「
収
入
」
の
内
訳
の

中
で
も
筆
者
の
目
を
引
い
た
の
が
、「
出
銭
（
で
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 第 130 回 

日　　　時　10 月 20 日
話題提供者　

19:00 ～ 20:30水
講    演    会　 　　
詳しくは、岸和田サテライトホームページをご覧ください。
問合せ先　和歌山大学岸和田サテライト　TEL・fax 072-433-0875

西村 　竜一 (和歌山大学協働教育センター（クリエ）データ・インテリジェンス教育研究部門・講師）

オープンラボ
～ 和歌山大学協働教育センター（クリエ）の取り組み ～

！地域と大学生をつなぐ「ワダイ」のオープンラボ！

参加無料　/　申込必要


